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【表紙】
 

【提出書類】 臨時報告書

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 令和元年６月27日

【会社名】 株式会社大東銀行

【英訳名】 THE DAITO BANK, LTD.

【代表者の役職氏名】 取締役社長　鈴　木　孝　雄

【本店の所在の場所】 福島県郡山市中町19番１号

【電話番号】 郡山(024)925-1111（代表）

【事務連絡者氏名】 常務取締役経営部長　三　浦　謙　一

【最寄りの連絡場所】 東京都千代田区神田小川町二丁目２番地センタークレストビル４

階

株式会社大東銀行　東京事務所

（平成30年11月12日より東京都台東区台東一丁目29番２号から上

記住所に移転しております。なお、下記「縦覧に供する場所」の

東京支店においても同様であります。）

【電話番号】 東京(03)5244-5712

（平成30年11月12日より東京支店移転に伴い電話番号を変更して

おります。）

【事務連絡者氏名】 東京事務所長　山 田　美 史

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

株式会社大東銀行　東京支店

（東京都千代田区神田小川町二丁目2番地センタークレストビル

４階）

（注）東京支店は金融商品取引法の規定に基づく縦覧場所ではあ

  りませんが、投資家の便宜のため縦覧に供するものでありま

  す。

 



１【提出理由】

　令和元年６月21日に開催しました第114期定時株主総会において決議事項が決議されましたので、

金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の

規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。
 

２【報告内容】

（１）株主総会が開催された年月日

令和元年６月21日

 

（２）決議事項の内容

第１号議案　剰余金処分の件

　　　　　　　　　１．期末配当に関する事項

イ．配当財産の種類

金銭

ロ．株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当行普通株式１株につき金30円　　総額　380,209,800円

ハ．剰余金の配当が効力を生じる日

令和元年６月24日

２．その他の剰余金の処分に関する事項

イ．増加する剰余金の項目及びその額

別途積立金　　　　800,000,000円

ロ．減少する剰余金の項目及びその額

繰越利益剰余金　　800,000,000円

 

第２号議案　取締役９名選任の件

　　　　　　　　　　鈴木孝雄、岡　安廣、三浦謙一、芳賀　良、古川光雄、村上　浩、大里裕昭、

　　　　　　　　　　笠間善裕、小野利信を取締役に選任する。

 

第３号議案　監査役２名選任の件

松本三加、菅野裕之を監査役に選任する。

 

（３）議決権の状況

議決権を有する株主数　　　　　6,545人

総議決権個数　　　　　　　　125,942個

 

（４）行使された議決権の状況

 

株主総会前日まで

の議決権行使

(事前行使)

株主総会当日出席

による議決権行使
議決権行使合計

株　　主　　数 1,988人 137人 2,125人

議決権行使個数 75,547個 23,829個 99,376個

行　使　割　合 59.98％ 18.92％ 78.90％

 



（５）当日出席を含めた、当該決議事項に対する賛成、反対及び棄権の意思表示に係る議決権の数、当

該決議事項が可決されるための要件並びに当該決議の結果

議案 賛成数 反対数 棄権数 賛成割合 決議結果

第１号議案 99,085個 100個 －個 99.70％ 可決

第２号議案      

 

鈴　木　孝　雄 76,534個 22,651個 －個 77.01％ 可決

岡　　　安　廣 81,240個 17,945個 －個 81.75％ 可決

三　浦　謙　一 81,239個 17,946個 －個 81.74％ 可決

 芳　賀　　　良 81,254個 17,931個 －個 81.76％ 可決

 古　川　光　雄 81,255個 17,930個 －個 81.76％ 可決

 村　上　　　浩 81,255個 17,930個 －個 81.76％ 可決

 大　里　裕　昭 98,433個 752個 －個 99.05％ 可決

 笠　間　善　裕 80,216個 18,969個 －個 80.71％ 可決

 小　野　利　信 68,483個 30,702個 －個 68.91％ 可決

第３号議案      

 松　本　三　加 99,094個 91個 －個 99.71％ 可決

 菅　野　裕　之 93,402個 5,783個 －個 93.98％ 可決

（注）１．各議案の可決要件は次のとおりです。

　①第１号議案が可決されるための要件は、出席した議決権を行使することができる株主の議

決権の過半数の賛成です。

       　②第２号議案及び第３号議案が可決されるための要件は、議決権を行使することができる株

主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、出席した当該株主の議決権の過半数の賛

成です。

 

２．賛成割合は（４）「行使された議決権の状況」の議決権行使合計数に対する各議案の賛成

数の比率です。

 

（６）議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由

本総会前日までの事前行使分及び当日出席株主のうち、賛否に関して確認できた大株主、当行

役員等の議決権を合計したことにより可決要件を満たしたため、本総会当日出席の株主（賛否に

関して確認できた株主を除く。）の議決権の数は、各議案の賛成、反対及び棄権の議決権数に加

算しておりません。

以　上
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